
知能情報工学科 電気回路および演習 中間再々試験 July 5, 2008.

1 直流回路について答えよ．必要な変数は適切に定義し
て用いよ．

1.1. 図 1 の回路において以下の設問に答えよ

(1.1.1) KVL, KCL に従って式を全て書き出せ．
(1.1.2) R1, R2, に流れる電流をそれぞれ求めよ．
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図 1: 問 1.1 の回路

1.2. 図 2 の回路において以下の設問に答えよ．

(1.2.1) 端子対 a-a’ を短絡したとき，R2 に流れる i2 を
求めよ．

(1.2.2) 端子対 a-a’から左の回路について，ノートンの等
価回路を求めよ．
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図 2: 問 1.2 の回路

1.3. 図 3 の回路において以下の設問に答えよ．

(1.3.1) Rに供給される電力 p を求めよ．
(1.3.2) p が最大になるRの値を求め，そのときの pの値

を示せ．
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図 3: 問 1.3 の回路

2 交流回路について答えよ．必要な変数は適切に定義し
て用いよ．

2.1. 図 4 の回路において，次の問いに答えよ．

(2.1.1) a-a’端に現れる電圧 V を求めよ．
(2.1.2) V の実効値と位相角を求めよ．ただし，励振電流

I を基準とする．
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図 4: 問 2.1 の回路

2.2. 図 5 の回路において，次の問いに答えよ．

(2.2.1) 回路全体のアドミタンスを求め，Cを変化させた
ときの電流 Iのフェーザ軌跡を図示せよ．ただし，
E を基準とする．

(2.2.2) E と I が同相になる C の値を求めよ．
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図 5: 問 2.2 の回路

2.3. 図 6 の回路において点線で囲んだ部分の回路における
有効電力と力率を求めよ．
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図 6: 問 2.3 の回路


